
【スライド動画】【Photo Album】コロナ禍の秋 2020.10.13. 

表側の神鉄鵯越駅から 六甲全山縦走路をたどって菊水山に登る 

私のミステリ-Walk  鵯越-烏原-菊水山登り口-菊水山-鈴蘭台 

 

この9月 に神戸にも「六甲を登ってゆく登山電車がある」と鵯越・菊水山を越えて裏六甲に分け行く神戸電鉄とその

表側登り口「秘境駅の雰囲気がただよう『鵯越駅』」を紹介しましたが、最近、地下鉄湊川公園駅から市バスに乗継げば、

山麓バイパスの鵯越パス停横で六甲全山縦走路・神鉄鵯駅へ出られると知り、これはやってみたいと好奇心の虫。 

菊水山を遠望しながら「随分長いこと表側から菊水山へ登っていないなぁ.」と。

 

神戸市の市街地中央の背後にそびえる大阪湾の大ハパノラマの展望台で毎日登山で多くの人が集う市民の山「菊水山」。 

裏の鈴蘭台からは何度も登るのですが、表側からはアクセスが悪く、半日散歩には不向きと敬遠。おまけに人っ子一人

いない烏原を通過せねばならず、頂上への後半は急登の尾根道が続くとの記憶もあるのですが、山頂に立てば、大阪湾

一望の大展望が楽しめる。 

期待と好奇心一杯で、昼食を済ませた10月13日快晴の午後2時 山麓バイパス鵯越バス停をスタートに表側から鵯

越から烏原を抜けて菊水山へ登りました。鵯越から烏原を通って菊水山へ登る縦走路は10数年ぶり。 

山中の烏原の主要部分は大半 神戸の水甕 烏原貯水池とその諸施設で立ち入られず、通過してゆく神鉄の菊水山駅も

廃止され、もう随分経過し、烏原貯水池以外ほとんど聞くこともなし。随分変わっているだろう。 

菊水山ハイクの記録作りも兼ねたミステリーWalkの延長です。 

烏原も菊水山の急登も記憶とは大違い、心地よいミステリーwalk。 スライド動画にまとめました。 

コロナ禍での毎日walkの一コマ。何かの参考になれば・・・・ 



私のミステリ-Walk  鵯越-烏原-菊水山登り口-菊水山-鈴蘭台  2020.10.13.4 

 

 

 



 

 

 

 



 

午後4時半ちかくなって日没が近い。そろそろ下山せねば…… 

でも山頂にはまだ10人近く残って景色を眺めたり、写真を撮ったりでくつろいでいる。鈴蘭台から私の後に登ってき

た人たちもいる。夕暮れ時なのにと不思議・・・・ 

そう思ってはっと気が付いた。 この人たちはここで播磨灘に沈む夕日をながめるのだと。絶好のポジションで今日は

チャンスだ。また、帰りの道も鈴蘭台へは、ほぼ登山道と並行して電波塔管理のNTTのドライブウェイがあり、暗く

なっても大丈夫である。 やっぱり大展望で人気の神戸市民の山の一つだ。次々とこの山に。 

日没を菊水山でながめると帰りが随分遅くなる。 

 

今日の目的は達成できたので、日没を眺

めず鈴蘭台に降りることにし、山を下る。 

山を下りて 神鉄鈴蘭台駅に着いた時に

はすっかり薄暗くなっていましたが、満

足感一杯のミステリーwalk。 

もう記憶が薄れていましたが、表側から

の道は頭にあるほどきつくなく、心地よ

い山歩き。 

烏原もあれていないことがわかり、表側

からの菊水山walkの記録も作れました。 

日没近し、ルンルンで電車に 

 

 2020.10.13.夕刻 鈴蘭台で 

 

 

 

   本項目のスライド動画は下記のホームページに掲載しています 

風来坊・Country Walk2020 「表側の神鉄鵯越駅から 六甲全山縦走路をたどって菊水山に登る」 

    ◎ https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/walk17/R0210kikusuiyama00.htm 

       ◎ https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/walk/20walk06.mp4 

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/walk17/R0210kikusuiyama00.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/walk/20walk06.mp4
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